
 

 

 

 

男女共同参画社会づくりのための 

県民意識調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 崎 県 

１．アンケート調査概要 

２．男女平等および女性の社会参画 

３．家庭生活に関する意識と実態 

４．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）  

５．人権に関する意識と実態 

６．男女共同参画センター 

７．男女共同参画社会実現のための施策 

ダイジェスト版 

宮崎県男女共同参画シンボルマーク 



18～19歳

1.0%
20～29歳

6.3%

30～39歳

11.2%

40～49歳

14.4%

50～59歳

16.4%

60～69歳

20.1%

70歳以上

30.5%

無回答

0.1%

年齢
n=1,286

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらかと
いえば
男性の方
が優遇さ
れている

平等である

どちらかと
いえば
女性の方
が優遇さ
れている

女性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらとも
いえない

無回答

家庭生活の場　  ｎ=1,286

職場　  ｎ=1,286

学校教育の場　  ｎ=1,286

　　　　　　　　地域社会
（町内会、自治会など）

 ｎ=1,286

政治の場　  ｎ=1,286

法律や制度の上　  ｎ=1,286

社会通念・慣習・
しきたりなど

 ｎ=1,286

社会全体　  ｎ=1,286
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１ アンケート調査概要 

■調査目的：宮崎県における男女共同参画に関する意識と実態を把握し、今後の男女

共同参画施策の一層の推進を図るための基礎資料を得ることを目的とし

て実施しました。 

■調 査 対 象：宮崎県在住の１８歳以上の男女３,０００人(男女各１,５００人) 

■調査時期：令和２年８月～９月 

■有効回答数：１,２８６人(有効回収率：４２.９％)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 男女平等および女性の社会参画 

「学校教育の場」以外では

男性優遇感が強い 

 

男女の平等感について、生活の

様々な場面で男性が優遇されている

と感じている人の割合が高く、「政治

の場」、「社会通念・慣習・しきたりな

ど」では、７割弱の人が男性優遇と感

じています。 

「社会全体」としては、男女が平等

であると感じている人の割合は１割

強（15.2％）にとどまっています。 

一方、「学校教育の場」では平等感

が高く、５割強（53.0％）の人が、男

女が平等であると感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

➊ 

男女の平等感 

■百分率は小数点第 2 位で四捨五入をし、小数点第 1 位までを示しているため、単一回答の回答比率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

■複数回答の設問（グラフ上に複数回答と記載）は回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

■各データの集計母数（人数）はｎ=で示してあります。 

女性

54.0%

男性

45.6%

その他

0.1%

無回答

0.4%

性別
n=1,286

結婚して

いる人

67.6%
離別・死

別した人

13.5%

結婚して

いない人

18.8%

無回答

0.2%

婚姻状況
n=1,286



平成27年
前回

 ｎ=1,267

令和元年
全国

 ｎ=2,645

13.4 

35.0 

57.6 

59.8 

28.0 

5.2 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

〔参考〕

 

「男性は外で働き、女性は

家庭を守るべき」というよ

うな性別によって役割を固

定する(決めつける)考え方

に反対する人が６割強 

 

「男性は外で働き、女性は家庭を

守るべきである」というような性別

によって役割を固定する(決めつけ

る)考え方について、全体では「賛成」

が 10.2％、「反対」が 62.6％となっ

ており、前回調査(平成 27 年)から、

賛成派の割合が低下し、反対派の割

合が上昇しています。 

性別でみると、男女ともに「反対」

の割合が高くなっていますが、男性

(57.8％)よりも女性(66.8％)の方が

9.0 ポイント上回っており、男女で意

識の差が見られます。 

 

 

 

女性の社会参画について、

「国会議員・都道府県議会

議員・市町村議会議員」にお

いて、女性がもっと増えた

方が良い 

 

政策・方針決定にかかわる役職に

おいて、どのような分野に女性がも

っと増えた方がよいかについては、

「国会議員・都道府県議会議員・市町

村議会議員」(47.1％)が最も高く、次

いで「都道府県知事・市町村長」

(40.7％)、「企業の管理職」(35.0％) 

の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

➋ 

・前回データ：男女共同参画社会づくりのための県民意識調査(平成 27 年 宮崎県) 

・全国データ：男女共同参画社会に関する世論調査(令和元年 内閣府) 

「男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである」 
という考え方について 

女性の社会参画（複数回答） 

賛成 反対 どちらともいえない 無回答

全　体  ｎ=1,286

女　性  ｎ=694

男　性  ｎ=586

10.2 

7.6 

12.8 

62.6 

66.8 

57.8 

25.0 

23.1 

27.3 

2.3 

2.4 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国会議員・都道府県議会議員・
市町村議会議員

都道府県知事・市町村長

企業の管理職

県・市町村の審議会や委員会の委員

国家公務員・地方公務員の管理職

小中学校・高校の教頭・副校長・校長

町内会長・自治会長

裁判官・検察官・弁護士

企業の経営者

労働組合の幹部

大学教授

農協・漁協の幹部

その他

特にない 16.6 

3.0 

13.9 

15.6 

16.6 

25.3 

25.3 

26.1 

28.8 

30.2 

31.7 

35.0 

40.7 

47.1 

0 20 40 60 80 100
（％）

全体 n=1,286
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３ 家庭生活に関する意識と実態 

育児・介護・学校や地域の 

行事は「夫婦が同程度分担」、

家計を支えるのは「主に夫」

が理想 

 

子どもや親の世話、学校や地域の

行事への参加については、７割以上

の人が「夫婦が同程度分担」すること

を理想としていますが、現状では「主

に妻」が分担している割合が高くな

っています。 

家事や家計の管理については、５

割前後の人が「夫婦が同程度分担」す

ることを理想と考えていますが、現

状では「夫婦が同程度分担」している

人の割合は１割程度にとどまってお

り、８割前後は「主に妻」が分担して

います。 

家計を支えることについては、理

想・現実ともに「主に夫」の分担とす

る人の割合が高く、５割を超えてい

ます。 

 

男性が家事、育児に参加す

るためには「夫婦や家族間

でのコミュニケーション」

が必要 

 

男性が家事、育児に積極的に参加

していくために必要なことは、「夫婦

や家族間でのコミュニケーション」

(64.7％)が最も高くなっています。 

また、「男性が家事・育児などに参

加することに対する男性自身の抵抗

感をなくす」(56.5％)も高くなって

おり、男性の意識改革も必要と考え

られています。 

 

 

 

➌ 

※現状については、「夫と妻以外の人が行っている」との回答を除いて集計した数値 

夫婦の役割分担の理想と現状 

男性が家事、育児に参加するために 
必要なこと（複数回答） 

主に妻 夫婦が同程度分担 主に夫

理想  ｎ=1,208

現状  ｎ=825

理想  ｎ=1,214

現状  ｎ=828

理想  ｎ=1,206

現状  ｎ=828

理想  ｎ=1,174

現状  ｎ=699

理想  ｎ=1,164

現状  ｎ=685

理想  ｎ=1,186

現状  ｎ=785

理想  ｎ=1,170

現状  ｎ=584

理想  ｎ=1,194

現状  ｎ=800

理想  ｎ=1,199

現状  ｎ=819

家庭問題における
最終決定

家計を支える

家事(掃除、洗濯、
食事の支度など）

家計の管理

育児、子どもの
しつけ

地域の行事に参加

学校の行事に参加

親の世話・介護

高額商品や土地・
家屋の購入決定

4.9 

10.8 

46.1 

84.7 

50.6 

76.3 

20.2 

68.0 

21.1 

73.4 

9.7 

42.0 

15.2 

54.3 

2.6 

7.0 

2.9 

10.1 

43.9 

24.2 

52.6 

13.0 

44.8 

11.7 

77.7 

28.8 

75.9 

21.0 

74.5 

24.2 

82.2 

38.2 

71.4 

43.1 

70.0 

40.5 

51.2 

65.0 

1.2 

2.3 

4.6 

12.0 

2.1 

3.3 

3.0 

5.5 

15.9 

33.8 

2.6 

7.5 

26.0 

49.9 

27.1 

49.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%



男性の方
が非常に
優遇されて
いる

どちらか
といえば
男性の方
が優遇さ
れている

平等である

どちらか
といえば
女性の方
が優遇さ
れている

女性の方
が非常に
優遇されて
いる

どちらとも
いえない

無回答

募集・採用　  ｎ=783

賃金　  ｎ=783

仕事の内容　  ｎ=783

昇進・昇格　  ｎ=783

能力評価（業績評価
・人事考課など）

 ｎ=783

研修の機会や内容  ｎ=783

育児・介護休暇など
休暇の取得しやすさ

 ｎ=783

5.5 

10.6 

6.4 

11.2 

7.8 

4.9 

0.8 

19.0 

22.0 

17.1 

25.7 

20.7 

14.0 

2.0 

47.9 

44.4 

41.3 

36.4 

43.6 

53.6 

34.4 

3.6 

0.6 

9.1 

0.4 

0.9 

0.5 

23.8 

2.4 

0.4 

1.7 

0.4 

0.4 

0.3 

9.8 

10.3 

11.0 

13.2 

14.2 

15.1 

15.2 

17.6 

11.2 

11.0 

11.4 

11.7 

11.6 

11.5 

11.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４ 仕事と生活の調和  

現状では「仕事を優先」が３

割強、「家庭・地域活動と仕

事を両立」は２割弱 

 

仕事と生活の調和について、現状で

は「家庭生活・地域活動よりも、仕事

に専念」及び「家庭生活・地域活動に

も携わるが、あくまで仕事を優先」が

５割弱、「家庭生活・地域生活と仕事を

同じように両立」が２割弱となってい

ます。 

仕事に専念又は仕事を優先したい

と希望する割合、仕事と生活を両立し

たいと希望する割合は男女に大きな差

はありませんが、現状では仕事に専念

又は仕事を優先する人の割合は、男性

は 54.3％、女性は 41.8％と男性の割合

が高くなっています。 

 

「昇進・昇格」は男性優遇感、

「育児・介護休暇など休暇

の取得しやすさ」は女性優

遇感が強い 

 

職場での男女差について、「昇進・昇

格」の面で「平等である」が４割弱

(36.4％)となっている一方、男性優遇

と感じている人の割合(36.9％)が女性

優遇と感じている人の割合(0.8％)よ

りも高くなっています。 

「育児・介護休暇など休暇の取得し

やすさ」の面では「平等である」が３

割強（34.4％）となっている一方、女

性優遇と感じている人の割合(33.6％)

が、男性優遇と感じている人の割合

（2.8%）よりも高くなっています。 

また、「研修の機会や内容」や「募集・

採用」の面では、男女が平等であると

感じている人の割合は、５割前後とな

っています。 

➍ 

仕事と生活の調和の希望と現状 

家庭生活・
地域活動
よりも、

仕事に専念

家庭生活・
地域活動に
も携わるが、
あくまで
仕事を優先

家庭生活・
地域活動と
仕事を同じ
ように両立

仕事にも
携わるが、
家庭生活・
地域活動を
優先

仕事よりも、
家庭生活・
地域活動に
専念

わからない 無回答

希望  ｎ=1,286

現状  ｎ=1,286

希望  ｎ=694

現状  ｎ=694

希望  ｎ=586

現状  ｎ=586

1.4 

12.0 

1.3 

9.8 

1.5 

14.7 

46.1 

35.5 

44.5 

32.0 

48.1 

39.6 

32.6 

19.0 

32.4 

18.4 

33.1 

19.8 

6.5 

7.6 

7.5 

9.8 

5.5 

5.1 

0.8 

5.6 

0.9 

7.9 

0.7 

2.9 

9.3 

15.3 

10.5 

16.6 

7.5 

13.5 

3.3 

5.1 

2.9 

5.5 

3.6 

4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性

男性

職場での男女差 



ずっと職業を
持ってる方

がよい

結婚するま

では、仕事を
もつ方がよ

い

子どもがで

きるまでは、
仕事をもつ

方がよい

子どもがで
きたら仕事を

やめ、大きく
なったら再

び仕事をも
つ方がよい

女性は仕事
をもたない方

がよい

その他 無回答

全　体  ｎ=1,286

女　性  ｎ=694

男　性  ｎ=586

53.0 

54.6 

51.2 

2.3 

2.6 

2.0 

3.5 

3.3 

3.8 

30.7 

30.1 

31.6 

0.4 

0.1 

0.7 

3.9 

3.0 

4.9 

6.2 

6.2 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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他

63.8 

58.9 

46.3 45.3 

32.4 
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全体 n=1,286

平成27年
前回

 ｎ=1,257

令和元年
全国

 ｎ=2,645

39.5 

61.0 

3.6 

4.8 

4.7 

6.5 

40.0 

20.3 

0.6 

3.9 

6.2 

1.7 

5.5 

わからない：1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

〔参考〕

 

女性の働き方の意識として、

女性の就業継続を支持する 

考え方が、初めて５割超えに 

 

女性の働き方としては、「就業継続

型(ずっと職業を持っている方がよ

い)」(53.0％)を支持する人が最も多

く、次いで「中断再就職型(子どもが

できたら仕事をやめ、大きくなった

ら再び仕事をもつ方がよい )」

(30.7％)となっています。 

前回調査(平成27年)と比較すると、

「就業継続型」の割合が上昇し、「中

断再就職型」の割合が低下しており、

本県においても就業継続を支持する

考え方が男性を含めて上昇傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

男性の育児休業取得率が低

い理由は、「職場に取りやす

い雰囲気がないから」が６

割強  

 

男性の育児休業取得率が低い理由

は、「職場に取りやすい雰囲気がない

から」(63.8％)が最も高く、次いで

「取ると仕事で周囲の人に迷惑がか

かるから」（58.9%）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➎ 

・前回データ：男女共同参画社会づくりのための県民意識調査(平成 27 年 宮崎県) 

・全国データ：男女共同参画社会に関する世論調査(令和元年 内閣府) 

男性の育児休業取得率が低い理由（複数回答） 

女性の就業についての意識 



 

５ 人権に関する意識と実態 

夫婦間、恋人間の暴力は直

接身体におよぶ行為ほど暴

力と認識されている 

 

夫・妻・恋人からの暴力について、

身体へおよぶ行為については、どん

な場合も暴力にあたると考える人の

割合が高くなっていますが、「大声で

どなる」、「交友関係や電話を細かく

監視する」などの精神的な暴力につ

いては、「暴力にあたる場合とそうで

ない場合がある」と考える人の割合

が比較的高くなっており、暴力の認

識に違いがみられます。 

 

 

 

 

 

 

女性の３割強、男性の２割

強が何らかの暴力を受けた

経験がある 

 

対象者のうち、実際に夫や妻、恋人

から『何らかの暴力を受けた経験』

（全体から「そのような経験は全く

ない」と無回答を除いた割合）は、女

性では３割強、男性では２割強とな

っており、男女間の差がみられます。 

男女とも「大声でどなられる」経験

を持つ人の割合が最も高くなってお

り、『「だれのおかげで生活できるん

だ」とか「甲斐性なし」といわれる』

も高く、言葉による暴力が上位を占

めています。 

 

 

 

 

➏ 

夫・妻・恋人からの暴力に対する意識 

夫・妻・恋人から暴力を受けた経験（複数回答） 

どんな場合も暴力に
あたると思う

暴力の場合とそうで
ない場合がある

暴力にあたるとは
思わない

大声でどなる  ｎ=1,187

「誰のおかげで生活できるんだ」とか
「甲斐性（かいしょう）なし」という

 ｎ=1,177

交友関係や電話を細かく監視する  ｎ=1,175

生活費を渡さない  ｎ=1,181

何でも勝手に決め、命令する  ｎ=1,180

何を言っても無視し続ける  ｎ=1,174

見たくないのにポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せる

 ｎ=1,174

いやがっているのに
性的行為を強要する

 ｎ=1,175

医師の治療が必要とならない
程度の暴行をする

 ｎ=1,181

医師の治療が必要となる
程度の暴行をする

 ｎ=1,180

命の危険を感じるくらいの暴行をする  ｎ=1,182
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72.7 

78.6 

80.1 

90.5 

96.4 

97.6 
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23.7 
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1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何らかの暴力を受けた
【全体－「そのような経験は全くない」－無回答】

大声でどなられる

「誰のおかげで生活できるんだ」とか
「甲斐性（かいしょう）なし」といわれる

何でも勝手に決められ、命令される

交友関係や電話を細かく監視される

十分な生活費を渡されない

医師の治療が必要となら
ない程度の暴行を受ける

性的行為を強要される

何を言っても無視され続ける

医師の治療が必要とな
る程度の暴行を受ける

命の危険を感じるくら
いの暴行を受ける

見たくないのにポルノビデオ
やポルノ雑誌を見せられる

その他

そのような経験は全くない

無回答
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（％）

女性（n=694）

男性（n=586）



６ 男女共同参画センター 

男女共同参画センターに期

待することは、「男女共同参

画に関する情報提供」  

 

男女共同参画センターに期待する

ことは、「男女共同参画に関する幅広

い情報、書籍、資料等の収集と提供」

（23.6%）が最も高く、次いで「男女

共同参画に関する講演会、フォーラ

ム、勉強会、学習会等の開催」（22.1%）

となっています。 

 

 

 

 

 

７ 男女共同参画社会実現のための施策 

男女共同参画社会を実現する

ために、７割弱が「働きやす

い職場環境の整備」を期待 

 

男女共同参画社会を実現するため

に県がすべきこととしては、「働きや

すい職場環境の整備」(67.4％)を期

待する割合が最も高くなっています。 

また、「学校教育における男女平等

教育の推進」(49.2％)、「保育・介護

に関する福祉の充実」(45.5％)を期

待する人も４割を超えており、主に

労働、学校教育、保育・介護において

男女共同参画の推進に力を入れるべ

きであると考える人の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

➐ 

男女共同参画社会づくりのための県民意識調査報告書 

－ダイジェスト版－ 

令和３年３月 

宮崎県総合政策部 生活・協働・男女参画課 

〒880-8501 宮崎市橘通東２丁目１０番１号 TEL0985-26-7040 

男女共同参画センターに期待すること(複数回答) 

「男女共同参画社会」を実現するために 

県がすべきこと（複数回答） 

働
き
や
す
い
職
場
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の
整
備

学
校
教
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に
お
け
る

男
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平
等
教
育
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介
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に
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女
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画
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つ
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て
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報
・
啓
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動
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実
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実

地
域
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動
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ラ
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ア
活
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の
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援

そ
の
他
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